
別紙３－１ 工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表（電気工事）
[検査員]

評価 [対象項目]

##・設計図書の照査を行い、不明な点は監督員と十分な協議を行い施工した。
##・設計内容、施工方法等で積極的に提案を行い、変更などへの対応が良かった。
##・工事関係書類の記録が、適時、的確になされ、その整理に工夫が見られた。
##・現場の施工体制は、施工計画書に基づき、作業分担と責任の範囲が明確であった。
##・立会確認・段階確認の記録が、適時、的確に行われ、工事内容が明確に確認できた。
##・施工計画書の内容が、設計図書の内容及び現場条件を反映したものとなっていた。
##・施工計画書に基づく安全管理が的確に行われ、記録の整理も適切であった。
##・関連工事との調整が良好で、工程管理が十分に行われ、余裕を持って工事を完成させた。　
##・受検体制（検査用器具･準備･人員等）が適切であった。

##・該当項目なし。（評点：Ｃ ）

該当１ [対象項目]
##・施工管理基準（工事監理指針･工事施工指針等）に基づいた施工管理がなされていない。
##・検査時の指示事項に対する対応が遅い。
##・指摘、手直し事項が多かった。

該当２ [対象項目]
##・設計図書と適合しない個所があり、文書により修補指示を行った。

0 0 0 0 FALSE

評価対象項目の合計のうち 該当１対象項目のうち 該当２対象項目のうち
a：全項目該当 該当項目が１あれば　　   d 該当項目があれば   e
b：評価項目が7以上 該当項目が2以上あれば 　e
c：評価項目が６以下
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ｄ ｅ

施工管理が優れている 施工管理がやや優れている 他の事項に該当しない場合 施工管理がやや不備である 施工管理が不備である

ｃａ ｂ



別紙３－２ 工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表（電気工事）
[検査員]

評価 [対象項目]

##・承諾図の機器及び材料の形状・寸法が、設計図書の仕様を満足している。
##・承諾図及び現地搬入の個数・寸法が、適切に管理されており、写真で的確に確認できる。
##・掘削や天井裏など、不可視部分の状況が、写真で的確に確認できる。
##・自社の写真撮影計画を策定し、撮影の方法や整理に工夫が見られた。
##・自社の施工管理基準等を設定し、より高度な管理がなされている。
##・現場における出来形が良好で、設計図書を満足し、施工の精度が高い。
##・該当項目なし。（評点：Ｃ ）

該当１ [対象項目]

##・出来形管理が不十分であった。 ⇒

該当2 [対象項目]

##・契約約款第17条第2項に基づき、破壊検査を行った。

0 0 0 0 FALSE
評価対象項目の合計のうち

a：評価項目が6
a'：評価項目が5
b：評価項目が4 該当1対象項目があれば   d 
b'：評価項目が3 該当2対象項目があれば　e
c：評価項目が2以下
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出来形管理が優れている 出来形管理がやや優れている 他の事項に該当しない場合 出来形管理がやや不備である 出来形管理が不備である

ｃ ｄ



別紙３－３ 工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表（電気工事）
[検査員]

評価 [対象項目]

##・材料・部品の品質及び形状について、設計図書等との適合が確認でき、証明書が整備されている。
##・機器の品質及び形状について、設計図書等との適合が確認でき、性能の確認が出来る証明書が整備されている。
##・設備の機能について、設計図書等との適合が確認でき、現地での性能確認の証明書・検査済書が整備されている。
##・完成時に必要な、すべての試験成績表及び届出書類が完備されている。（社内検査記録・試運転記録・九電・NTT・消防など）
##・検査用試験機器の、適正証明書等資料が整理されている。
##・施工の品質が適切であり、設計図書を満足し、試験や検査等の結果の記録により優れていることが確認できる。
##・該当項目なし。（評点：Ｃ ）

該当１ [対象項目]

##・監督員が、文書等で改善指示を行った。

該当2 [対象項目]

##・契約約款第17条第2項に基づき、破壊検査を行った。

0 0 0 0 FALSE
評価対象項目の合計のうち

a：評価項目が6
a'：評価項目が5
b：評価項目が4 該当1対象項目があれば   d 
b'：評価項目が3 該当2対象項目があれば　e
c：評価項目が2以下
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品質管理が優れている 他の項目に該当しない場合
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品質管理がやや不備である工種

ｄ

品質管理が不備である

ａ ｂ細別

品質管理がやや優れている



別紙３－４ 工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表（電気工事）
[検査員]

評価 　[対象項目]          （注）営繕工事かプラント工事のどちらかを選ぶこと。

## 営繕工事（住宅、学校、道路照明、信号機移設、エレベータ、等）
## ・ 丁寧な施工がなされ、傷･汚れなどなく、仕上がりがたいへん綺麗である。
## ・ 関連工事との調整がなされ、配線器具などの仕上がり寸法や、照明器具の位置が正確である。　
## ・ 不可視部分（天井裏・ＰＳ･ピットなど）への配慮があり､たいへんよく整理されている。
## ・ 電気設備として、維持管理に配慮・検討された施工である。
## ・ 使用者に対する安全性の確保や、機器の取り扱いへの配慮が適切である。

## プラント工事
## ・ 丁寧な施工がなされ、傷･汚れなどなく、仕上がりがたいへん綺麗である。
## ・ 完成品(機器･部品）に、傷や凹みや塗料の塗り忘れ、錆びなどがない。
## ・ 配管配線が整然と配置され、機器も、安全面を考慮した配置になっている。
## ・ 関連する工事と取り合いが良く、機能面や維持管理への独自の配慮がある。　
## ・ 全体的な仕上げの色のバランスや、機器の配置に独自の検討が見られる。

共通
# ・評価に値しない。

b # ・対象工事が上記評価対象項目に馴染むものがない。
c
d

0 0
ａ：評価対象項目の5項目該当
ｂ：評価対象項目に4項目該当
ｃ：評価対象項目に１項目以上該当
ｄ：評価対象項目に該当がなく評価に値しないにチェックがついている場合
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仕上げがきめ細かく、全体的に美観が良い 他の項目に該当しない場合 仕上げが悪く、全体的に美観が悪い
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別紙３－５
［記入方法］該当する項目の□にｖマークを記入する。 [検査員]

減点対象が無い場合は、最下段の「項目該当なし」を選択すること。

２） 上の項目をクリックしない場合、減点評点は『０』と表示される。

【　暴力団排除に伴う工事成績評定の減点の運用基準　】

# 項目該当なし

       ＊　減点評点範囲　（０～－３点）評
定

工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表（電気工事）

7
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細別 法令遵守等の該当項目一覧表

#

#

※  「法令遵守等」は、契約約款第７条の２（下請負人等の選定）により下請契約等の解除を要請された場合に減点評価する。

１） 上の項目をクリックした場合、下表の運用基準の該当項目をクリックのこと。
（下の表をクリックしない場合、または、両方の項目をクリックした場合は『エラー』表示される）

契約室情報や民暴センター情報、県警情報等により、当該工事の下請業者に暴力団関係者が参入してい
ないことを積極的に確認していたが、その後になって下請業者に暴力団関係者が含まれていることが新
たに判明して、当該下請業者との契約を解除した。

契約室情報や民暴センター情報、県警情報等により、当該工事の下請業者に暴力団関係者が参入してい
ないことを確認しておらず、その後になって下請業者に暴力団関係者が含まれていることが判明し、市
からの要請に基づき当該下請業者との契約を解除した。

発注者より、注意義務の不足により暴力団関係業者と結んだ下請契約等について解除を
要請された。

#


